
平成 28 年７月３０日    岡山観一会だより  第 5号     

岡
山
観
一
同
窓
会
の
本
年
度
総

会
・
懇
親
会
は
７
月
２
日
、
岡
山
駅

前
の
サ
ン
ピ
ー
チ
岡
山
で
開
か
れ
、

４５
人(

う
ち
来
賓
９
人)

が
参
加
。
役

員
改
選
で
理
事
に
永
田
伸
一

さ
ん
を
選
任
、
今
年
度
も
青

春
会(

ミ
ニ
懇
親
会)

、
史
跡

巡
り
の
実
施
な
ど
決
め
ま
し

た
。
今
回
初
め
て
企
画
し
た

講
演
会
で
は
尾
﨑
敏
文
副
会

長(

岡
山
大
病
院
副
院
長)

の

話
に
耳
を
傾
け
、
懇
親
会
に

移
る
と
カ
ラ
オ
ケ
も
入
っ
て

一
気
に
打
ち
解
け
、
あ
ち
こ

ち
で
歓
談
の
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。 

佐
川
弘
治
郎
会
長
の
挨
拶

で
開
会
。
来
賓
を
代
表
し
て

三
宅
昭
二
観
一
高
同
窓
会
長
、

高
井
信
一
校
長
、
小
野
喬
啓

京
阪
神
支
部
幹
事
が
登
壇
、

「
来
年

１０

月
に
体
育
館
が

で
き
る
。
同
窓
会
と
し
て
緞

帳
を
贈
る
こ
と
に
し
て
い
る

の
で
資
金
集
め
に
ご
協
力
を
」

「
今
年
始
ま
っ
た
東
大
推
薦

入
試
に
香
川
県
で
た
だ
一
人
、

わ
が
校
の
卒
業
生
が
入
っ
た
。

リ
オ
五
輪
に
卒
業
生
の
荻
田

大
樹
君
（
平
成
１８
年
卒
）
が

棒
高
跳
び
で
出
場
す
る
。
岡

山
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
陸
上
部
員
の

活
躍
と
合
わ
せ
応
援
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
話
し
ま
し
た
。 

他
の
ご
来
賓
の
方
は
、
観
一
高
同

窓
会
副
会
長
の
大
久
保
健
二
様
、
片

山
葉
子
様
、
越
田
洋
子
様
そ
し
て
、

真
鍋
茂
明
本
部
事
務
局
長
、
田
中
英

昭
、
徳
善
久
人
両
事
務
局
次
長
で
す
。 

総

会

の

目
玉
、
講
演

会

の

テ

ー

マ
は
「
ロ
コ

モ

テ

ィ

ブ

シ

ン

ド

ロ

ー

ム

っ

て

知

っ

て

い

ま
す
か
？
」
。
ロ
コ
モ
は
骨
、
関
節
な

ど
が
故
障
し
移
動
能
力
が
低
下
し
た

状
態
で
、
尾
﨑
先
生
＝
写
真
＝
が
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
変
形
性
膝
関
節
症

な
ど
の
治
療
や
、
水
泳
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
な
ど
の
運
動
方
法
を
紹
介
す
る

と
、
膝
や
腰
に
不
安
を
持
つ
会
員
ら

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

記
念
撮
影
の
後
、
懇
親
会
に
移
り
、

松
浦
良
行
顧
問
の
音
頭
で
乾
杯
し
た

あ
と
、
前
川
宗
正
さ
ん
の
軽
妙
な
司

会
で
進
行
。
テ
ー
ブ
ル
を
巡
っ
て
杯

を
交
わ
す
人
も
多
く
、
カ
ラ
オ
ケ
歌

手
も
次
々
に
出
て
に
ぎ
や
か
な
宴
と

な
り
ま
し
た
。 

途
中
、
戦
後
数
年
間
歌
わ
れ
た
「
学

園
の
歌
」
や
、
三
豊
中
校
歌
、
観
一

校
歌
を
声
高
ら
か
に
斉
唱
。
開
幕
直

前
に
Ｊ
Ｒ
の
事
故
で
数
人
が
遅
れ
る

ハ
プ
ニ
ン
グ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
久

保
恭
宏
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
で
無
事

終
了
し
ま
し
た
。 

今
年
も
山
陽
新
聞
ち
ま
た
欄
の

「
集
い
」
に
、
こ
の
日
の
記
念
写
真

を
送
り
ま
し
た
。
１０
月
下
旬
以
降
の

同
紙
を
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

 
 

(

滝
本)

 
 
 
 

 
 

 
 

         

  
 

 

講演に聞き入るご来賓の皆様 

昨年１１月１４日に１５人の仲間が

集いました。初参加の浅山泰代さん

（昭和４０年卒）が加わり、和やか

なひとときを過ごしました。 

写真は、本部・三宅昭二会長著「人

間らしく生きる---私の生い立ちと歩

み---」を朗読する光景                                                    

（佐川） 

 

平成２８年度事業計画 

    ・総会・懇親会 平成２８年７月２日（土）  

    ・会報「岡山観一会だより」５号発行 ７月下旬 

    ・青春会（ミニ懇親会） １１月第３週土曜日予定 

    ・役員会 平成２９年３月上旬 

    ・史跡巡り 行き先未定 ３月下旬予定 

 

 ＜本部・他支部関係はＨ２７年度に準じる予定＞ 

 



平成 28 年７月３０日    岡山観一会だより  第 5号     

岡
山
観
一
会
の
恒
例
行
事
「
史
跡
巡

り
」
が
３
月
26
日
に
行
わ
れ
、
天
空
の

城
と
し
て
最
近
と
み
に
有
名
に
な
っ
た

高
梁
市
の
備
中
松
山
城
を
訪
ね
ま
し
た
。 

小
学
男
児
１
人
を
含
む
１７
人
が
臥

牛
山
の
ふ
も
と
の
城
見
橋
駐
車
場
に
集

合
。
毎
回
参
加
し
て
く
れ
る
観
音
寺
や

兵
庫
の
同
窓
も
い
ま
す
。
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
で
８
合
目
に
あ
る
ふ
い
ご
峠
に
向
か

い
下
車
。
こ
こ
か
ら
徒
歩
で
「
天
守
が

現
存
す
る
日
本
一
高
い
山
城
」
を
目
指

し
ま
す
。 

天
守
ま
で
７
０
０
㍍
と
い
う
も
の
の
、

急
な
坂
道
の
連
続
で
、
足
場
も
悪
く
、

杖
を
頼
り
に
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
。

「
い
い
天
気
で
よ
か
っ
た
な
あ
」「
も
う

少
し
す
れ
ば
桜
が
き
れ
い
だ
ろ
う
な
あ
」

な
ど
と
声
を
掛
け
合
っ
て
い
た
の
は
最

初
の
こ
ろ
だ
け
。
中
太
鼓
丸
櫓
跡
、
大

手
門
跡
…
と
高
度
が
上
が
る
に
つ
れ
て

無
口
に
な
り
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
も

う
わ
の
空
。
跳
び
跳
ね
る
よ
う
に
前
を

行
く
佐
川
会
長
の
お
孫
さ
ん
の
軽
快
な

足
取
り
が
う
ら
や
ま
し
く
な
り
ま
す
。 

備
中
松
山
城
は
１
２
４
０
年
に
臥
牛

山
に
砦
が
築
か
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、

１
６
８
３
年
に
天
守
が
大
修
築
さ
れ
、 

天
守
、
二
重
櫓
な
ど
が
国
重
文
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

よ
う
や
く
た
ど

り
着
い
た
天
守
で

殿
様
気
分
に
な
っ

て
眼
下
を
見
下
ろ

し
、
広
場
で
弁
当
を

食
べ
、
記
念
撮
影
。 

そ
れ
に
し
て
も

当
時
の
侍
や
女
官

た
ち
は
ど
う
や
っ

て
こ
ん
な
山
道
を

行
き
来
し
た
の
か
、

さ
ぞ
大
変
だ
っ
た

だ
ろ
う
と
い
た
く

同
情
し
ま
し
た
が
、

普
段
は
市
街
地
の

「
御
根
小
屋
」
で
城

主
が
政
務
を
と
っ
て
い
た
そ
う
で
、
家

来
も
戦
乱
の
時
以
外
は
あ
の
坂
を
上
る

こ
と
は
な
か
っ
た
と
聞
い
て
な
ぜ
か
ホ

ッ
と
し
ま
し
た
。 

こ
の
あ
と
頼
久
寺
で
小
堀
遠
州
が
手

掛
け
た
庭
園
を
観
賞
、
武
家
屋
敷
付
近

も
散
策
す
る
な
ど
、
備
中
の
小
京
都
、

高
梁
の
歴
史
と
文
化
を
堪
能
し
た
春
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
滝
本
） 

 

「天
空
の
城
」に
上
っ
た
！ 

１７
人 

高
梁
で
史
跡
巡
り 

黙々と上る参加者たち 

（中央はガイドさん） 

岡
山
観
一
会
総
会
に
出
席
し
て 

観
一
高
同
窓
会
京
阪
神
支
部
代
表 

小
野 

喬
啓 

（
昭
和
３５
年
卒
１１
回
） 

岡
山
観
一
会
総
会
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

佐
川
会
長
は
じ
め
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
岡

山
支
部
の
皆
様
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。 こ

の
度
、
当
支
部
の
同
窓
会
誌
に
寄
稿
頂
き

ま
し
た
松
浦
良
行
様
（
三
中
４０
回
卒
）
に
も
直

接
お
会
い
出
来
、
色
々
と
お
話
を
伺
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
尾
﨑
敏
文
先
生
の
ご
講

演
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
っ
て
知
っ

て
い
ま
す
か
？
」
は
、
後
期
高
齢
者
に
該
当
す

る
私
達
の
世
代
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
有
益
な

お
話
で
し
た
。 

観
一
高
卒
業
以
来
、
５６
年
振
り
に
お
会
い
し

た
同
期
の
河
合
（
田
岡
）
京
子
さ
ん
、
同
期
の

神
原
廣
二
君
の
お
兄
さ
ん
・
神
原
啓
様
な
ど
と

も
お
話
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
他
、
色
々
な
出

会
い
が
あ
り
支
部
同
窓
会
の
醍
醐
味
・
神
髄
を

経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

平成２８年度役員 

＜顧 問＞ 

  松浦 良行（Ｓ．１９ 卒） 

  玉井 徹 （Ｓ．２９ 卒） 

  床田 弘幸（Ｓ．２９ 卒） 

  河合 京子（Ｓ．３５ 卒） 

＜会 長＞ 

    佐川弘治郎（Ｓ．４０ 卒） 

＜副会長＞ 

  石井 成毅（Ｓ．３１ 卒） 

  久保 恭宏（Ｓ．３３ 卒） 

  片山 泰弘（Ｓ．３６ 卒） 

  若林みどり（Ｓ．３９ 卒） 

    尾﨑 敏文（Ｓ．５５ 卒） 

＜理 事＞ 

    高坂つた子（Ｓ．３０ 卒） 

  小西 康夫（Ｓ．４１ 卒） 

  冨田 信秀（Ｓ．４３ 卒） 

  高畑 富子（Ｓ．４３ 卒） 

宇賀 博 （Ｓ．４４ 卒） 

高橋 誠 （Ｓ．４５ 卒） 

永田 伸一（Ｓ．４５ 卒） 

  秋山 博正（Ｓ．５１ 卒） 

  尾﨑 美樹（Ｓ．５５ 卒） 

  西宇 建雄（Ｓ．５９ 卒） 

  吉田 卓央（Ｈ．元  卒） 

＜事務局＞ 

  滝本 清文（Ｓ．４０ 卒） 

  小出 博 （Ｓ．４３ 卒） 

 

 

平成２７年度事業報告 

・総会・懇親会 平成２７年６月２１日 

・会報「岡山観一会だより」４号発行 ７月３１日 

・青春会（ミニ懇親会） １１月１４日（土） 於：すし茶屋「銀八」  

・役員会 平成２８年３月５日（土） １４：００～ 

・史跡巡り「備中松山城 他」 ３月２６日（土） 

 


